
平成３０年度「スチューデントファーム“近江楽座”」 
Ａプロジェクト（学生主体型プロジェクト） 

公開プレゼンテーションならびに審査 全体講評 
 

スチューデントファーム「近江楽座」―まち・むら・くらしふれあい工舎―は、「地域に根ざし、

地域に学び、地域に貢献する」をコンセプトに、滋賀県立大学が全学的に取り組んでいる独自の教

育プログラムです。 

平成 16 年度の文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）に採択され、3 年

間の取り組みを経て、平成 19 年度から本学独自の予算で運営しています。この間、多くの地域で、

地域の人たちに支えられ、活動フィールドや拠点を拡げ、様々な活動を展開しています。これまで

の 14 年間で延べ 312 のプロジェクトが活動し、参加した学生は延べ約 6,300 名になります。 

継続して取り組むことによって、地域にしっかりと根をおろし、地域と一体化しているプロジェ

クトや独自のスタイルを確立し、それぞれの分野で大事な役割を担っているプロジェクト、また自

立できる活動へと展開を図っているプロジェクトも見られます。そしてプロジェクト同士が互いに

連携し、近江楽座全体の力を高めてきています。   

本学の特色である地域教育プログラムにおいても、近江楽座は学生の様々な学びをつないでいく

実践の場として学生の成長を促しており、国内の大学だけでなく、最近は海外の大学からも注目さ

れています。 

15 年目となる今年度は、新たに SDGs の視点から自分たちの活動を見つめ直すという要素を付加

しました。SDGs という世界共通の目標に向かって関わっていくという意識を持って、自分たちの活

動をしっかりと説明できるものにしてほしいという思いがあります。 

 

このような中、昨年度までの継続活動を対象とした①「継続プロジェクト」、新規活動を対象とし

た②「新規プロジェクト」、新たに③Ｅプロジェクト（SDGs と深く関わり、自分たちの取組を学校

や地域等に普及することに力を入れているもの）、さらに④Ｓプロジェクト（これまでの実績をもと

にステップアップをめざすプロジェクトで、活動資金の助成を必要としないもの）、の４つの区分で

プロジェクトを募集しました。その結果、昨年度（23 件）より多い 26 件（継続 22（うち、Ｅプロ

6 件、Ｓプロ 1 件）、新規 4（うちＥプロ 3 件））の応募がありました。 

 

5 月 19 日（土）の全プロジェクトを対象とする公開プレゼンテーションにおいては、各チームが、

発表 4 分、質疑応答 3 分、合計 7 分という短い時間で、自分たちの活動目標や内容、意気込みなど、

活動への熱のこもった発表を行うとともに、質疑応答では、事前準備を含め厳しく中身が問われま

した。 

選定委員からは、 

「数字をおさえる。活動の基本的なデータは、すぐ答えられるように」、｢SDGs の 169 のターゲット

と照らし合わせて、具体的にどのような姿をめざしているのか｣、｢製品の需要見込みはあるのか｣、

｢モデル化していく方法は｣、｢外からの目線で、学生ならではのアイデアを生かしてほしい｣、「広報

をどのようにしているのか、見えてこない」、｢地域の人にもっと活動に参加してもらうべきでは｣、

｢同じ課題を抱えている地域と連携した横展開の可能性は｣、｢関係する団体との役割分担は｣、｢申請

書の内容が昨年とほぼ同じ理由は｣、｢行政からの支援はあるのか｣、｢プロジェクトの構想はどのよ

うにして生まれたのか｣、｢支援活動の出口をどのように考えているのか｣、｢誰に向けて発信するの

か、ターゲットをしっかり考えてほしい｣ 



等、学生が地域と関わって近江楽座の活動を進めていく上での本質的な質問や活動の基本事項、活

動の進め方、成果の活かし方等で踏み込んだ質問、意見・アドバイスが出されました。その他、プ

レゼンシートの書き方や資料のチェック、事前準備等、プレゼンについての助言がなされました。 

学生たちも真剣に応え、近江楽座のプロジェクトとして地域で活動を行う意味を再確認するとと

もに、自分たちの活動内容を正確にわかりやすく伝えることを考えるまたとない機会となりました。 

 

プロジェクトの申請書と公開プレゼンテーションの結果をもとに、引き続き審査会を行い、｢継続

性｣、｢発信性｣、｢実現性｣、｢発展性｣の４つの視点から評価し、限られた予算を有効に活用できるよ

う厳正に審議し、別掲の 23 件を本年度の「近江楽座」Ａプロジェクトとして選定しました。 

残念ながら 3 件のプロジェクトについては、今回、採択に至りませんでしたが、内容を見つめ直

し、活動を発展していただくことを期待しています。 

また、全てのプロジェクトについて SDGｓの視点からの評価を行い、11 件を E プロジェクトとし

て選定しました。SDGs の考え方や取組を学校や地域等に普及する先導的な役割を果たしてくれるこ

とを期待しています。 

 

今回のプレゼンテーションと審査会を通じて、次の５つのことが確認されました。是非、実践し

てください。 

１． 活動の安全確保を充分に行い、事故を防止する。参加メンバー全員でそのための行動計画を

つくる（特に、海外における安全対策や自家用車を利用する場合、運転者は自己の体調を整

え、安全運転と乗員の安全確保を充分に行うなど）。 

２． 自分たちの思いを大事にして、主体的に取り組んでほしい。また地域の人たちと思いを共有

し、地域に寄り添う気持ちを大事にして活動を進めてほしい。 

３． 継続し、自立していくためには経営的な視点やしくみづくりが必要です。事業の収支やデー

タを押さえ、効果や成果をきちんと出していく。 

４． 活動の総括をしてほしい。特に震災復興関連の活動については自分たちで再評価を行う。 

５． 外に目を向け、同じ分野、テーマで活動する団体とも連携して、自分たちの取組みが、どう

すれば社会や地域に根づいていくかを見据えて活動してほしい。 

 

これから本年度の活動がスタートします。事業の企画、実施、経費の執行にあたってはしっかり

と中身をつめて進行管理を行うとともに、評価についても意識しながら活動を進めて下さい。学生

のみなさんの行動力や斬新なアイデアを生かして、大学と地域をつなぐ担い手として、それぞれの

活動に取り組まれ、近江楽座がさらに発展することを期待しています。 

 

なお、事業説明会を 6 月 1 日（金）12:30～13:00、講義棟 A4-107 で開催しますので、必ず参加し

て下さい。 
 

平成３０年５月２４日 

平成３０年度「近江楽座」Ａプロジェクト選定委員会 

近江楽座専門委員会 

 

 



平成30年度「スチューデントファーム“近江楽座”」Aプロジェクト（学生主体型プロジェクト）
採択プロジェクト一覧

区分 番号 チーム名 プロジェクト名 採択額

1 とよさと快蔵プロジェクト とよさと快蔵プロジェクト 400,000

2 廃棄物バスターズ 人と環境を救う雨水タンク 350,000

3 あかりんちゅ あかりんちゅ －

4 政所茶レン茶゛－ 政所茶レン茶゛－ 360,000

5 BAMBOO HOUSE PROJECT BAMBOO HOUSE PROJECT 370,000

6 おとくらプロジェクト おとくらプロジェクト 250,000

7 信・楽・人
信・楽・人

—shigaraki field gallery project—
300,000

8 とよさらだ とよさらだプロジェクト 100,000

9 滋賀県大生き物研究会
内湖の再生と地域の水辺

コーディネート
300,000

10 タクロバン復興支援プロジェクト タクロバン復興支援プロジェクト 300,000

11
田の浦ファンクラブ
学生サポートチーム

田の浦ファンクラブ
学生サポートチーム

270,000

12
かみおかべ古民家活用計画

−SLEEPING BEAUTY−
かみおかべ古民家活用計画

−SLEEPING BEAUTY−
320,000

13 未来看護塾 未来看護塾 350,000

14 子ども学習支援サポーターズ 子ども学習支援サポーターズ 90,000

15 Taga-Town-Project Taga-Town-Project 180,000

16 ボランティアサークル Harmony
障がい児・者、自立支援

・共生プロジェクト
150,000

17 座・沖島 座・沖島 200,000

18 スチューデント・キュレイターズ 地域博物館プロジェクト 230,000

19 木之本こじへいプロジェクト 木之本こじへいプロジェクト 280,000

20 フラワーエネルギー｢なの・わり｣ フラワーエネルギー｢なの・わり｣ 120,000

21 たけともミライ たけともミライ 300,000

22 木興プロジェクト 木興プロジェクト 230,000

23 Jesuit House プロジェクト Jesuit House プロジェクト 240,000
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